研究課題 by 田口,英昭 et al.
研究課題 '06-25
犬の耳道内 M.pachydermatisの耳道内環境に与える影響について
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研究成果
酵母 Malasseziapachydermatisは犬の外耳炎の悪化悶子
として重要な役割を果たすことが知られている.動物
飼育者は非飼育者に比べ M pachydermatisの保有率が高
いとも言われている.耳道環境を変化させることによ
るM pachydermatisの耳垢成分への影響を研究目的と
した.健康なピーグル犬について，耳道内における M. 
pac.めdermatisの存在を培養により検討したが高率に検出， 
されることが判明した.また同時に耳垢を採取しその成
分について検討した.色々な因子が耳垢成分に影響する
と考えられるが，耳道内環境，特に濃度に影響を及ぼす
垂直耳道切除術を施す方法を採用することとし，同一
ピーグル犬の片方の耳に施術した.無手術のサイドを対
照とした.両サイドの耳道内から耳垢を採取し脂質の
分析を行った.脂質の抽出は CHC13悶 MeOH(2: 1)で行
い，抽出物をシリカゲル薄j欝ク口マトグラブイ… (TLC)
により分析した.展開溶媒としては hexanediethylether-幽 
acetic acid (80 : 20: 1)を用いた.検出は過境紫酸を噴霧
後 180tで加熱し行った.問サイドから得られた耳垢か
らは squa1ene，triglycerides，白t句racids，cholcsterolなどが
脂質成分として検出された.TLC分析では脂質成分の
定量的比較には限界が認められた.ついでガスクロマト
グラブイーによる脂質の脂肪酸組成の分析を目的に，耳
垢からの脂質の抽出，さらに全瀧離脂肪酸の検出の加水
分解，エスチル化の条件について検討を進めている.対
照および施術サイドの試料いずれにおいても， myristic 
acid (C14)，pa1mitic acid (C16)，oleic acid (C1S)などが主要
な脂肪酸として検出されている.結果は試料の保存をは
じめとする更なる高度な実験条件の確立が求められてお
り，当面の課題として早急な解決を目指している. 
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